
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「柿渋の生産と利用、その新しき魅力と技術開発」 

お問合せ 柿渋・カキタンニン研究会 (090-7480-6638 井原) 

お申込み  1. 柿渋・カキタンニン研究会ホーページから 

http://kakishibu.tannin.info/ 

 

2. E メール  kaki@tannin.info 

              3. Fax  0774(73)0673 (薬膳レストランあわさい) 

                ※お名前・電話・所属・職業・E メールをご記載ください 

 

日時：平成 27年3 月10 日(火) 13:00～16:00 

会場：京田辺市商工会館 住 所 京田辺市田辺中央 4丁目 3-3 

３Ｆ会議室       電 話  0774-62-0093 
最寄り駅 JR京田辺駅、近鉄・新田辺駅 

 テーマ・講師 

  １．鹿背山柿ネット活動 

木津川市鹿背山・柿ネットワーク幹事   武田 隆 

２．柿栽培の省力化と早期成園化技術の開発 

奈良県農業研究開発センター 主任主事  辻本誠幸 

３．柿渋の今昔 

株式会社三桝嘉七商店 会長     三桝武男 

４．柿渋タンニンの魅力 

鹿児島大学名誉教授       松尾友明 

司会 ：京都府立大学大学院生命環境科学研究科 助教  武田征士 

どなたでもご自由にご参加ください （参加費無料、定員５０名） 

講演終了後、１時間程度の情報交換会も予定しております  （無料、軽食付き） 

会場へのアクセス 
この講演会は、 『平成２６年度京都府立大学地域貢献型特別研究(ACTR)： 

研究課題「高品質柿渋の安定供給を目指した原料天王柿の生産と品質向上の技術開発」 

（研究代表者：故本杉日野教授）』の活動の一環として実施されています。 

主催：柿渋・カキタンニン研究会  後援：京田辺市 

 

http://kakishibu.tannin.info/

